
11

ー河川環境を保全しながらの水源開発は可能かー
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・現在の河川環境

・農業用水の現状

・用水管理手法（中央東耕地事務所）

・将来的な水源開発（構想）

・新規水源の取り組み
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テーマ

現在の河川環境現在の河川環境
・河川法
・水源開発の限界（県民の環境意識）

・水質変化

・漁獲高
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平成９年より

河川環境の重要性

を反映した運用開始

新規水源開発が

難しい



55高田川畦の千本桜（大和高出田市）
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「数百億円を投じて建設されるコンクリートダムは、看過
（かんか）し得ぬ負荷を地球環境へと与えてしまう。」

「縦（よ）しんば、河川改修費用がダム建設より多額にな
ろうとも、１００年，２００年先の我々の子孫に残す資産
としての河川・湖沼の価値を重視したい。」・・・省略

「これは田中県政の基本理念である、『長野モデル』とし
て確立し、全国に発信したい。」

平成１３年２月２０日

長野県知事 田中 康夫
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脱ダム宣言

環境重視の河川管理 ダム開発

ダ ム
治 水

利 水

洪水調整

水源開発

環境重視の考え方が前面に出る判断である

長野県知事 「田中康夫」

水源開発は不可能である
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世界でも降水量が多い方に分類される

（モンスーン，台風，秋雨，降雪など）



99平成2年からの使用水量の伸びは鈍化している
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新聞記事

世界的に見ても

水資源の不足が

顕著となっている



1111
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新聞記事

新規ダム計画凍結

既設ダムの再開発
（国土交通省）
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新聞記事

河川環境
悪化

維持管理
流量放流
要望の高
まり
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新聞記事

河川環境の改善意
識が高いことを示
した
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10a当たり「米」生産費・種苗・肥料費・農薬費（円）
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おり，河川の汚染が進行している可能性が高い

富栄養化



1717

64

20 20

8 12 15 13 15
11 10 11 21

25 25

16
20 22 23 24

25 25 28
23 21

74 70 69
60

80 80 80 80

93

46

59
50

65

37

75 74
80

75 76

50
45

4040 41

51

52

75 75 73

63 63

69

56

67

49 48

49
53

27 25

23 24
17 17 18

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

52年度 54年度 56年度 58年度 60年度 62年度 元年度 3年度 5年度 7年度 9年度 11年度

年度

漁
獲

量
（
単

位
：
ト

ン
）

奈半利川 伊尾木川 物部川

380

33

845 877
935

620

144170170

194190190190190189180180180179210181

442452410
456

476
399 273258

349
395372

717
769

925912
805

652

678

989970
1018

1092

376

727732

0

200

400

600

800

1000

1200

52年度 54年度 56年度 58年度 60年度 62年度 元年度 3年度 5年度 7年度 9年度 11年度

年度

漁
獲

量
（
単

位
：
ト

ン
）

仁淀川 四万十川

内水面漁業生産統計調査

平成９年より漁獲量の減少が著しい
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新聞記事



1919



2020
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汚れた石
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磨いた石
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農業用水の現状農業用水の現状
－物部川水系を中心として－－物部川水系を中心として－

テーマ

・物部地区の現状
・降雨特性
・水利用状況



2525物部川地区の中心的な取水設備
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近年年変動量が大きくなっている

県内のおもな河川の雨量
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新聞記事近年時間降雨量の増加が著しい

（’01 110mm/hr 大月町）
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3131昭和50年より，干天日数の増加が見られる
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新聞記事

地下水による水源も限界
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河川別流域・最大取水量比率（最大取水量m3/s／流域km2）
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新聞記事

地元農家の危機意識
も高まっている
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伐採後の保水力を向上
するために不用材をチッ
プ化しマルチをしている
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新規農業水源開発の試み新規農業水源開発の試み

テーマ

・春野地区
・土佐市新居地区
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将来的な水源開発（構想）将来的な水源開発（構想）

テーマ

・大深度地下開発

・洪水流の一時貯留

・杉田ダムでの仮定
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物部川・山田堰頭首工前平均水位
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山田堰 4～10月 8.61 ｔ/s
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取水量

水量の低下が著しい

利用水量の増加が
望まれる
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日本の国土

山地，丘陵地

平野，台地等

75%

25%

（山林主体で，人口密度が低い）

（水田・畑地・都市等，土地の高度利用）

地下開発 貴重な空間資源（フロンティア）

利用空間の拡大，生態系・環境への負荷軽減

大深度地下開発の気運の高まり
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洪水備蓄トンネルの概念図

堰orダム本体

取水 洪水時水位

備蓄トンネル

平水時水位

洪水時水位
平水時水位

取
水

ゲ
ー

ト

上流部・堰

作
業

坑

下
流
側
河
川

放流施設

備蓄トンネル 吐
出
ゲ
ー
ト

ダム縦断図

取水位置断面図
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洪水備蓄トンネルの効果

・ダムをオーバーフローする洪水をトンネルに誘導し，備蓄

(a) 洪水流量の減少

河川管理水など）
(d) 水利用の多目的化（農業用水，工業用水，水道，

(c) 水利権のない利用可能水の備蓄

(b) 洪水ピーク流量の変更

(e) 多数回の運用で効率的運用
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計画平面図(1)

地下貯留トンネル概念図

トンネル形状
（地下原油備蓄トンネル例）
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計画平面図(2)
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計画平面図(3)

A-A　断面

洪水地下備蓄トンネル一般図

B-B　断面
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3
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トンネル構造

R
=60

00

20
0

L=3.00 ctc 1.2m

V=110m3/m500

6000

2.0%2.0%

地山不良箇所の支保工
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概算工事費(50万m3/回)

本体工 5,000m × 1,200 千円/m    ＝ 6,000 百万円
導入部 500m × 300 千円/m ＝ 150 〃
ポンプ室 1ケ所× 30,000 千円/ヶ所＝ 30 〃
ゲート 2ケ所× 30,000 千円/ヶ所＝ 60 〃

合 計（直工） 6,240 百万円

諸経費，仮設備 3,320 百万円

9,560 百万円

1m3当りの施工費 19,000 円/m3/回
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用水管理手法用水管理手法

テーマ
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水管理システム図
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�� 水門の開・閉状態の確認に、必要の都度、職員が現地水門の開・閉状態の確認に、必要の都度、職員が現地
へ駆けつけ目視で、水門の開・閉確認を行っている。へ駆けつけ目視で、水門の開・閉確認を行っている。

現状の問題点

�� 開閉状態の確認に、水門箇所が多数で、距離があるた開閉状態の確認に、水門箇所が多数で、距離があるた
め、全ての水門確認に時間が掛かる。め、全ての水門確認に時間が掛かる。

�� 現地の全ての水門を目視確認をした上で、水門の操作現地の全ての水門を目視確認をした上で、水門の操作
が必要である。が必要である。

�� 水門の開閉に緊急を要する場合がある。水門の開閉に緊急を要する場合がある。

�� 水門管理の、記録管理に時間を要する。水門管理の、記録管理に時間を要する。

�� 情報の収集に時間が掛かる。情報の収集に時間が掛かる。
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１．無線水門監視・制御システムの構築１．無線水門監視・制御システムの構築
現在稼働している水門設備を、開閉センサーと無線通信制御システムを使って、事務所内の

パーソナルコンピュータに開閉情報を集信して、集信情報をパーソナルコンピュータで一元管理
を行う、無線水門監視・制御システムを構築します。
当システムにより、情報の収集・水門の制御派遣の効率化を実現することができます。

＜無線水門監視・制御システム＞

解 決 方 法解 決 方 法

＜既存水門設備＞

無線LAN等

水門開閉情報
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物部川水系

水門監視・制御システム構成図

伝送制御装置

無線LAN等

発電用エンジン

カラーカメラ・１０倍ズームレンズ

静止画像データ
配信サーバ

ﾙｰﾀ(DSU内蔵）

屋外設置型収容ＢＯＸ

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ EVI-30

監視カメラ一式

制御用端末

ﾈｯﾄﾜｰｸｶｰﾄﾞ

ｿﾌﾄｴｪｱﾙｰﾀ(DSU内

蔵）

高知県中央東耕地事務所

水門監視・制御システム

※電送距離

電波伝搬路

によって検討・設計が必要です

センサー
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まとめ

脱ダム宣言を中心とした河川管理の手法変更が求
められている．

・

南国市では降水量は多いものの，利用可能量が不
足しており，新たな水源が必要である．

・

既存のダムを利用した，洪水備蓄トンネルの計画も
検討対象となる．

・

50万m3規模では，約19,000円/m3/回程度の全額が

必要となる．

・
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水門管理の、効率化と信頼性向上水門管理の、効率化と信頼性向上

テーマ
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水門遠隔監視制御システム

観測地点選択

観測地点Ａ 観測点Ｂ 観測点Ｃ

回線状況

回線状態 回線接続中

タイマー切断 しない

接続地点名

観測点Ａ

ゲートＮｏ

１ ２ ３ ４ ５ ６

▼

７ ８ ９

▲

▼

30.0

cm

▲

▼

30.0

cm

▲

▼

30.0

cm

▲

▼

30.0

cm

▲

▼

30.0

cm

▲

▼

30.0

cm

▲

▼

30.0

cm

▲

▼

30.0

cm

▲

▼

30.0

cm

開

閉

水門ゲート制御

受信映像 ×□－

カメラ選択

観測地点Ａ

選択カメラ 観測地点Ａ

プリセット

右岸

プリセット２

プリセット３

左岸

プリセット５

プリセット６

水門１

プリセット８
プリセット９

カメラコントロール

パンチルト

望遠

広角

ズーム

送信画質

前

後

フォーカス

動き優先 画質優先

水門ゲート制御 ×□－

音 声

マイク

ＯＮ

ＯＦＦ

ワイパー

ＯＮ

ＯＦＦ

照 明

観測点Ｂ 観測点Ｃ
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水門の開・閉の検知を行います。（センサーについては、現地の状況で最適センサーの提案
を致します。）

水門開閉検知センサーよりの情報をセンターへ送信いたします。

また、設備の動作確認情報を、１日１回センターへ情報送信を行います。

現地

水門監視端末

無

線

装

置
開閉検知セ

ンサー

・水門の開・閉時

開・閉情報通信

・１日１回動作確認

通信

・ 水門開閉検知センサー

・ 水門側無線設備

主な機能

・ 水門監視端末

監視ポイント（２０カ所）の水門の開閉状況表示、開閉履歴管理等の統計処理を行います。。

無線水門監視・制御システム機能説明

無

線

装

置

無線LAN等

（見通し約２Ｋｍ）
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まとめ

振興方向 地域振興の基本 施策の柱 具体的施策

物部川流域
における水の
利用と管理

防災、資源保全
にも配慮した実
効ある農業生産
基盤整備の推進

流域全体の環境
保全・管理体制

の確立

地域特性に応じ
たほ場の整備

農業用水の安
定確保と災害に
強い安全な農業
生産基盤づくり

多面的機能に
配慮した農業基

盤整備

農林漁業を通じ
た流域の環境

管理

・条件に応じたほ場整備

・整備済み地区における補完整備

・作物に応じたほ場整備

・表流水の施設園芸利用対策

・地下水かん養対策

・雨水排水対策

・老朽化している

・水利施設の更新

・農業用水の融通

・多面的機能に配慮した農地の利
用・整備

・流域全体の環境保全を担う

組織の育成
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発展する「こうち農業」イメージ図
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ご静聴ありがとうございました


